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取扱説明書 

商品名称 

商品コード 
適応車種 

 

 

 

用途 

 

ＲＥＶ／ＳＰＥＥＤ ＭＥＴＥＲ 
４０５－Ａ０１２ 

車種別配線図記載の車型 

 

エンジン回転数及び車速、積算距離表示 

バッテリ電圧表示 
０－１００,２００,４００ｍ 加速計測 

０－１００,２００,３００ｋｍ/ｈ 加速計測 

任意（０－２５０ｋｍ/ｈ）中間加速計測、他 

レブ／スピードメーター 

この度は、弊社製品をお買い上げいただきま

して、まことにありがとうございました。本製

品を正しくお使いいただくために、取扱説明

書をよくお読みください。また、いつでも取

出して読めるよう、取扱説明書は本製品のそ

ばに保管してください。本製品を、他のお客

様にお譲りになるときは、必ずこの取扱説明

書と保証書もあわせてお譲りください。 
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安全上のご注意 

●本製品は、適応車両・適応商品以外には絶対に使用しないでください。 

適応車両・適応商品以外での動作は一切保証できません。また、思わぬ事故の原因に

なるので絶対におやめください。 

 

●本製品に異音・異臭などの異常が生じた場合には、本製品の使用をすみやかに中止し 

てください。 

そのまま使用を続けますと、感電や火災、電装部品の破損の原因になります。お買い上

げの販売店または、最寄りの弊社営業所へお問い合わせください。 

 

●本製品ならびに付属品を、弊社指定方法以外の使用はしないでください。 

その場合のお客様ならびに第三者の損害や損失は一切保証いたしません。 

 

●キー操作中およびキー操作直後に、電源のオン、オフを行わないでください。 

設定・記録データが消失される恐れがあります。 

 

製品を安全にご使用いただく

ために、「安全上のご注意」

をご使用の前によくお読みく

ださい。お読みになった後は

必要なときにご覧になれるよ

う大切に保管してください。

弊 社 の”取 扱 説 明 書”に

は、あなたや他の人への危

害及び財産への損害を未然

に防ぎ、弊社の商品を安全に

お使いいただくために守って

いただきたい事項を記載して

います。その絵表示（シグナ

ルワード）の意味は右記の様

になっています。内容をよく

理解してから本文をお読みく

ださい。 

■表示の説明 

この表示を無視して誤った取扱・作

業を行うと、本人または第三者が死

亡または、重傷を負う恐れが想定さ

れる状況を示します。 

 

この表示を無視して誤った取扱・作

業を行うと、本人または第三者が軽

傷または、中程度の損害を負う状

況、及び物的損害の発生のみが想

定される状況を示します。 

 

この表示を無視して誤った取扱・作

業を行うと、本製品の本来の性能を

発揮出来なかったり、故障する内容

及び機能や事項などの内容を示し

ます。 

表 示 の 意 味 表 示 

警告 ！ 

注意 ！ 

お願い 

警告 ！ 
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●運転者は、走行中に本製品を操作しないでください。 

運転操作に支障をきたし、事故の原因になります。 

 

●バッテリのマイナス端子を取外してから取付け作業を行ってください。 

ショートなどによる火災、電装部品が破損・焼損する原因になります。 

 

●カプラを外す場合、ハーネスは引っ張らず、必ずカプラを持って取外してください。 

ハーネスを引っ張るとショートなどによる火災、電装部品が破損・焼損する原因になりま

す。 

 

●本製品の配線は必ず、取扱説明書に記載してある通り行ってください。 

配線を間違えますと、火災、その他の事故の原因になります。 

 

●万一実走による調整が必要なときは、十分に他の交通の妨げにならないように注意し、 

交通法規を守った運転をしてください。 

運転に支障をきたし、事故の原因になります。 

 

●一般公道ではスピードリミッタの解除を絶対にしないで下さい。 
スピードリミッタの解除はクローズサーキットなどで使用してください。 

また、一般公道では法定速度を守り、安全運転を心がけてください。 

警告 ！ 

●本製品の取付けは、必ず専門業者に依頼してください。 

取付けには専門の知識と技術が必要です。専門業者の方は、本製品が不安定な取付け

にならないように行ってください。 

 

●本製品の加工・分解・改造はおこなわないでください。 

事故・火災・感電・電装部品が破損・焼損する原因になります。 

 

●本製品を落下させたり強いショックを与えないでください。 

動作不良を起こし、製品および車両を破損する原因になります。 

 

●炎天下や夏場のエアコンを使用しない高温な車室内での使用はしないでください。 
動作不良を起こし、製品および車両を破損する原因になります。 

 

●高温になる場所や水が直接かかる場所には取付けないでください。 

感電や火災、電装部品を破損する原因になります。動作不良を起こし、車両を破損する

恐れがあります。 

注意 ！ 

第
１
章 

は
じ
め
に 
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本製品の特徴 
ＲＳＭ（レブスピードメータ）は、車速、回転数表示はもちろんのこと、０－４００ｍや中間加速

等のタイム計測、更に別売Ｇセンサーを使用することにより、前後左右の加速度・パワー計

測もできる多機能なメータです。 

 
■高輝度ＶＦＤを採用した革新的大画面モニター 

コックピットに視覚的インパクトを与える近未来デザインのフロントフェイスには高輝度

ＶＦＤ（Ｖａｃｕｕｍ Ｆｌｕｏｒｅｓｃｅｎｔ Ｄｉｓｐｌａｙ：蛍光表示管）の大画面モニターを採用。 
従来品の３桁の７セグメントＬＥＤによる数値表示では１つの情報を表示することしかでき

ませんでしたが、ドットマトリックス大画面モニターの採用により、数種の情報を同時

に表示することが可能となりました。表示バリエーションも数値表示のみならず、グラ

フ表示、アナログ表示など多彩で、ドライバーは瞬時に必要な情報を的確に認識する

ことができます。 
 

■薄型ケースとシングルボタンの採用 

基板設計、ケース設計の最適化により縦５２ｍｍ×横１２６ｍｍ×奥行１８ｍｍ（Ｍｉｎｉｍｕ

ｍ）の薄型ケースを実現。ステアリングコラムやダッシュボード上に無理なく設置する

ことが可能です。もちろん、本体以外の別体ユニットは存在せず、別体ユニットの置

き場所を確保する必要もありません。また、センタープッシュスイッチ付きシングルボ

タンを採用することでボタン間の距離が無くなり素早い操作が可能になり、快適な操

作性を実現しています。 
 

■幅広い車種のスピードリミッタ解除が可能 

車速信号が特殊な新型ホンダ車のスピードリミッタ解除にも対応しています。 

 

■バッテリを外しても初期設定が消えないバッテリレスメモリ 

ＥＥＰＲＯＭ搭載により、電源を切っても、バッテリを外しても、初期化しないかぎり初

期設定が消えることはありません。もちろん、残しておきたい大事な計測のベスト５

などの履歴も消えません。これにより、点検などでバッテリを外しても再度初期設定

をやり直す必要や計測の履歴が消えてしまうことはありません。 

●本製品の取り付け場所や信号ハーネスの取りまわしによっては、ラジオ、ＴＶ等にノ 

イズがはいる場合があります、あらかじめご了承願います。 

●本製品は、通電中に熱を発しますが異常ではありません。 

お願い 
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■様々な計測・表示機能と歴代記録 

エンジン回転数、車速、積算距離、バッテリ電圧がリアルタイムで数値、アナログ、

グラフとして表示できます。数値表示、メーター表示では、ピーク値も表示でき、ま

た、グラフ表示ではリプレイ機能も盛り込みました。さらに、０－１００ｍ・２００ｍ・４００

ｍ計測機能ではタイムと到達時速度表示、０－１００ｋｍ／ｈ・２００ｋｍ／ｈ・３００ｋｍ／ｈ

計測機能ではタイムと到達移動距離が表示できます。それに加え、中間加速機能で

は、ユーザーが任意に設定した測定開始速度から測定終了速度までのタイムも計測

できます。過去の計測のベスト５は、初期化しない限り電源を切っても記憶され、記

録を更新すれば自動的に書き換えられます。 
（ストップウォッチ計測値は、電源を切ると消去されます。） 
 

■エンジン回転数、車速に応じて外部リレーをＯＮ／ＯＦＦできる感応出力機能 

設定回転数、設定車速以上でＯＮになる外部出力スイッチを搭載しています。たとえ

ば、市販のリレーを使用して任意の車速以上でＯＮとなる車速感応型レーダー探知機

や任意のエンジン回転数で別付けのシフトポイントインジケータランプを点灯させるこ

ともできます。また、ブーストコントローラーなどのスクランブルスイッチに接続し、

ある回転数以上でスクランブルスイッチをオンにするといったことも可能で、アイデア

次第でその使い方は無限です。 

 

■別売Ｇセンサーを装着することにより、前後左右の加速度の測定が可能 

別売のＧセンサーを装着することにより、表示項目に前後加速度、左右加速度が加わ

ります。また、前後左右加速度を直感的に把握できる４象現表示も可能です。当然リ

プレイ機能も搭載しています。これを使えばサーキット走行などでの加速度の変化を

走行後に確認することも可能です。 

 

■別売Ｇセンサーを装着することにより、正確なパワー計測が可能 

皆様に御好評だったパワーメータが、ＲＳＭにパワー計測機能として復活しました。車

両の総重量設定と実走にて走行抵抗（ロス馬力：実走にて車速ごとに計測）を設定

することで、車速信号のみで計算する製品、また、Ｇセンサーで走行抵抗を計算しな

い製品を凌ぐ正確なエンジンパワーの計測が実現しました。これで、チューニング後

のパワーアップが一目瞭然となります。 

 

■別売Ｇセンサーを装着することにより、０－４００ｍ加速のホイールスピンを補正 

ホイールスピンによる距離誤差を補正し、正確な測定を可能にします。 

●一般公道ではスピードリミッタの解除を絶対に行わないでください。 

スピードリミッタの解除は、クローズドサーキットなど道路交通法適用範囲外の場所で

ご使用ください。また、一般公道では法定速度を守り、安全運転を心がけてください。 

警告 ！ 

第
１
章 

は
じ
め
に 
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各部名称と働き 

■パーツリスト 

本製品取付けの前に、必ずパーツリストを確認し異品や欠品のないことを確認してから作業

してください。万一パーツリストと相違がある場合には、お買い求めの販売店様、または、

弊社お問い合わせ先へご連絡ください。 

（弊社お問合せ先は、裏表紙に記載してあります。） 

１. 本体 ２. 取扱説明書（操作編） ３. 車種別配線図 ４. 操作遷移図 

５. 保証書 ６. 信号ハーネス ７. オスギボシ ８. オススリーブ 

９. メスギボシ １０.メススリーブ １１. スプライス 

１台 １冊(本書） １冊 １枚 

１枚 １本 ４個 ４個 

４個 ４個 ４個 
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■各部の名称 

■本書に出てくる操作記号の意味 

４方向スイッチを上に押す。 ４方向スイッチを下に押す。 

４方向スイッチを左に押す。 ４方向スイッチを右に押す。 

センタープッシュスイッチを押す。 

●ポップアップメニューについて 

センタープッシュスイッチを押すことにより、表示している画面に

より、右のようなポップアップメニューが表示されます。選択個

所が反転して表示されますので、４方向スイッチで選択し、セン

タープッシュして決定します。 

アルファベットの意味は以下のとおりです。 

Ｔｐ［TOP］ .......メインメニューに戻る 

Ｎｘ［NEXT］......次に進む 

Ｐｒ［PREVIOUS］.前に戻る 

Ｃｎ［CANCEL］ ...ポップアップメニューをキャンセルする 

Ｒｃ［RECORD］ ..記録を表示する 

Ｎｘ 

例) センタープッシュスイッチを押し、ポップアップメ

ニューで【Ｎｘ】を選択します。 

ＶＦＤ表示部 
光センサ 

（ＣＤＳセンサ） 

４方向スイッチ 

（センサープッシュ付） 

別売Ｇセンサ 

接続コネクタ 

第
１
章 

は
じ
め
に 
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オプションパーツについて 
 

■別売Ｇセンサにより、高精度なパワー計測を実現 

別売Ｇセンサを装着することにより、前後左右Ｇの

計測はもちろんのこと、高精度なパワー計測を行う

ことができます。さらに、０－４００ｍ加速計測など

でホイールスピンをした場合、車速信号による距離

計測では実際の距離よりも短く計測してしまい計測

タイムにマイナス誤差が生じますが、本製品では、

それを補正し正確な距離で高精度に計測を行うこと

が可能です。 

 

 

 

■取付けに便利な、別売汎用ステー 

最近の車はダッシュボードなどに曲面が多く、電子

パーツの取付けに苦労します。そんな取り付け場所

に困る電子パーツもこのステーを使用することによ

り、すっきり確実に固定することができます。台座

は曲面にも取付られるよう設計。取付け角度も選び

ません。 

汎用取付けステー 

商品コード 

４３０－Ａ００６ 

Ｇ－ＳＥＮＳＯＲ 
商品コード 

４３０－Ａ０１３ 

●一般公道ではスピードリミッタの解除を絶対に行わないでください。 

スピードリミッタの解除は、クローズドサーキットなど道路交通法適用範囲外の場所で

ご使用ください。また、一般公道では法定速度を守り、安全運転を心がけてください。 

警告 ！ 
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車速感応出力 【ＳｐＯ】 ..................................................... １６ 

ウォーニング表示を使用する ________________________ １７ 
回転数ウォーニング表示 【ＲｖＷ】.......................................... １７ 
車速ウォーニング表示 【ＳｐＷ】 .......................................... １７ 
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本製品をご使用になるまでの手順 

本製品の取付けを行います。 

別冊の｢車種別配線図｣に取付け方法の詳細が記載されております。別冊の｢車種

別配線図｣を参照して、取付けを確実に行ってください。 

111   

初期設定を行います。 

本製品を使用するために、いくつかの初期設定が必要になります。 

①必要な初期設定 

初期設定 

初期設定の流れ .............................................................................Ｐ１３ 

一部の日産車、ホンダ車について .................................................Ｐ１４ 

 

②場合に応じて必要な設定 

タイヤ径を変更した場合 

タイヤ径補正 ..................................................................................Ｐ１５ 

 

外部出力を使用する 

回転数感応出力 .............................................................................Ｐ１６ 

車速感応出力 .............................................................................Ｐ１６ 

 

ウォーニング表示を使用する 

回転数ウォーニング表示.................................................................Ｐ１７ 

車速ウォーニング表示 ....................................................................Ｐ１７ 

 

別売Ｇセンサを装着した場合 

Ｇセンサ０点調整 (別売Ｇセンサ装着時必須）........................................Ｐ１５ 
パワー測定を行う場合は・・・ 

ロスパワー入力...............................................................................Ｐ４３ 

車両重量入力 (パワー計測・ロスパワー計測を行う場合必須).....................Ｐ１５ 

２２２   

● お客様の車両が本製品に適合していることを確認します。 

●一般公道ではスピードリミッタの解除を絶対に行わないでください。 

スピードリミッタの解除は、クローズドサーキットなど道路交通法適用範囲外の場所で

ご使用ください。また、一般公道では法定速度を守り、安全運転を心がけてください。 

警告 ！ 
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初期設定 

初期設定の流れ 

本製品をお使いになる前に以下の初期設定を行います。 

一部の日産車、ホンダ車においては設定が異なりますのでご注意ください。 

操作方法に関してはＰ５０の車種別設定を参照してください。 

  気筒数設定 Ｐ５０【ｅｔｃ.】→【Ｃａｒ Ｓｅｌｅｃｔ】Ｃｙｌ  

  
  ロータリーエンジン車 ローター数×２ 

  その他の車 気筒数 
 

トヨタ車の一部に点火方式により回転数が１／２、１／３に表示される場合があります。その

場合は、気筒数設定を１／２、１／３にし、実際の回転数と一致するように設定してくだい。 

 

 車速信号のパルス設定 Ｐ５０ 【ｅｃｔ.】→【Ｃａｒ Ｓｅｌｅｃｔ】ＳＰ１  
 

  日産車                             ２Ｐ 
  その他の国産車            ４Ｐ  
     ※一部の日産車、ホンダ車のパルス設定はＰ１４を参照してください。  

  

  車速パルスアジャスト設定 Ｐ５０ 【ｅｃｔ.】→【Ｃａｒ Ｓｅｌｅｃｔ】ＡＤＪ  
 

  Ｐ14に記載のホンダ車のみ設定を行ってください。 

     その他の車種は設定不要です。 

 

  スピードリミッタ解除の設定 Ｐ５０ 【ｅｔｃ.】→【Ｏｕｔｐｕｔ Ｓｅｔ】ＳＬＣ  

 

  （スピードリミッタを解除する場合） 普通自動車 １７０ｋｍ／ｈ 

   軽自動車  １３０ｋｍ／ｈ 

  （スピードリミッタを解除しない場合） ＯＦＦ 

1 

2 

3 

●一般公道ではスピードリミッタの解除を絶対に行わないでください。 

スピードリミッタの解除は、クローズドサーキットなど道路交通法適用範囲外の場所で

ご使用ください。また、一般公道では法定速度を守り、安全運転を心がけてください。 

警告 ！ 

4 

次ページに続く 
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一部の日産車、ホンダ車について 

●一般公道ではスピードリミッタの解除を絶対に行わないでください。 

スピードリミッタの解除は、クローズドサーキットなど道路交通法適用外の場所でご使

用ください。また、一般公道では法定速度を守り、安全運転を心がけてください。 

警告 ！ 

下記一覧表該当の日産車、ホンダ車では、表を参照し、初期設定のパルス設定、パ

ルスアジャスト設定を

■日産車の一部 

車名 車両型式 E/G型式 年式 パルス設定 Ａｄｊ設定 備考

Ｓ２０００ ＡＰ１ Ｆ２０Ｃ '99. 4～'05.10 160 106
ＣＦ３ Ｆ１８Ｂ 160 91 Ａ／Ｔ
ＣＦ４ Ｆ２０Ｂ 160 80 Ａ／Ｔ

ＣＦ３ Ｆ１８Ｂ 160 91 Ａ／Ｔ

ＣＦ４ Ｆ２０Ｂ 160 80 Ａ／Ｔ

ＣＦ６ 160 93
ＣＦ７ 160 96

ＲＡ６ 160 89
ＲＡ７ 160 86

ＲＡ３・４ '97.10～'99.11 160 87

ＧＤ３・４ Ｌ15Ａ '02. 9～'07. 9 160 CVT

ＧＤ２ '01. 7～'07. 9 160
ＧＤ１ '01. 6～'07. 9 160

ＧＤ８・９ Ｌ１５Ａ 160
ＧＤ６・７ Ｌ１３Ａ 160

'99.12～'03. 9
Ｆ２３Ａ

'97. 9～'00. 5

'97. 9～'00. 5

'97.10～'02.10Ｆ２０Ｂ

トルネオ 

アコード 

アコ-ドワゴン 

オデッセイ 

Ｌ１３Ａ

81'02.12～※フィットアリア

フィット 81

■ホンダ車の一部 

前ページの続き  

車名 車両型式 E/G 型式 年式 パルス設定 備考 

ウィングロード Y11 QG15DE/QG18DE '99.5～'02.7 8   

セドリック/グロリア Y32 VG30DET '91.8～'96.5 16   

  Y34 VQ30DD/VQ30DET '01.12～'04.10 8 CVT Car 

  Y34 

VQ25DD/VQ30DD/

VQ30DET '99.6～'01.11 8   

シーマ FGY32 VH41DE '91.8～'96.5 16   

  FPY32 VG30DET '93.9～'96.5 16   

セフィーロ A33 VQ20DE/VQ25DD '98.12～'00.12 8   

ブルーバード EU14 SR18DE '96.1～'98.8 8   

ブルーバードシルフィー G10 QR20DD '00.8～‘05.11 8   

ローレル HC35 RB20DE '98.9～'02.12 8   
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計算式 

 

 

 

タイヤの直径は、タイヤメーカが出しているカタログを参考にする

か、または、実測してください。 

その他の初期設定 

標準装着のタイヤを変更し、タイヤ外径が変わった時 

タイヤ径補正 Ｐ５０【ｅｔｃ.】→【Ｃａｒ Ｓｅｌｅｃｔ】ＴＩＲＥ 

例）スカイライン ＧＴ－Ｒ（ＢＮＲ３２）の場合 

 純正タイヤ ２２５／５０ Ｒ１６ 直径 ６３２ｍｍ 

 後付タイヤ ２４５／４５ Ｒ１７ 直径 ６５２ｍｍ  

   

補正値は、１０３（％）を入力します。 

別売Ｇセンサを装着し、パワー計測・ロスパワー計測を行う時 

車両重量入力 Ｐ５０【ｅｔｃ.】→【Ｃａｒ Ｓｅｌｅｃｔ】ＷＧＨＴ 

例） 

車検証の車重が１６００ｋｇ、ドライバーの体重が６０ｋｇ、ガソリン７０Ｌその他荷物は一切

載せていなく標準装備の場合 

 １６００ ＋ ６０ ＋ ７０ ＋（２０～３０）≒ １７５０ｋｇ 
    重量に、１７５０（ｋｇ）を入力します。 

計算式 

 車両重量＝車検証記載の車両重量＋ドライバーの体重 

      ＋ 積載物の重量 ＋（２０～３０） 

下記の２０～３０kgは通常標準装備以外にその他アクセサリーが装備されている事を考

慮しての数字です。予備のタイヤや工具等を積載している場合は、その分を考慮する

必要があります。 

別売Ｇセンサを装着時 

Ｇセンサ０点調整 Ｐ５２【ｅｔｃ.】→【Ｇｓｎｓｒ Ｃｏｒｒ】 

Ｇセンサ取付け固定時、取付け場所移動時には、必ずＧセンサの０点調整を行ってください。 
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外部出力を使用する 

任意回転数以上で外部出力をオンにします 

回転数感応出力 Ｐ４８【ｅｔｃ.】→【Ｏｕｔｐｕｔ Ｓｅｔ】ＲｖＯ 

回転数感応出力は、任意のエンジン回転数以上でオープンコレク

タのトランジスタをオンにします。 

【初期値】３０００ｒｐｍ （許容電圧 １２Ｖ、許容電流 ２００ｍＡ） 

例） 

車速感応出力は、任意の車速以上でオープンコレクタのトランジス

タをオンにします。 

【初期値】６０ｋｍ／ｈ （許容電圧 １２Ｖ、許容電流 ２００ｍＡ） 

例） 

任意車速以上で外部出力をオンにします 

車速感応出力 Ｐ４８【ｅｔｃ.】→【Ｏｕｔｐｕｔ Ｓｅｔ】ＳｐＯ 

回転数感応出力の設定を７５００ｒｐｍに設定すれば、

７５００ｒｐｍ以上になるとランプが点灯する。 

外部出力許容電圧・電流値：１２Ｖ ２００ｍＡ 

白 

１２Ｖ用 

リレー 

バッテリー 

１２Ｖ用 

ランプ 

（注意！！） 

Ｒ Ｓ Ｍ の 回 転 数 感 応出 力

は、電源の供給は行いま

せん。リレーを駆動する時

は、別に電源を供給する

必要があります。回転数

感応出力がＯＮになると回

転 数 感 応 出 力 線（白）

が、アースと導通します。 

車速感応出力の設定を３０ｋｍ／ｈに設定すれば、３０

ｋｍ／ｈ以上になるとレーダー探知機が作動する。 

外部出力許容電圧・電流値：１２Ｖ ２００ｍＡ 

灰 

１２Ｖ用 

リレー 

バッテリー 

電源 

レーダー 

探 知

アース 

（注意！！） 

ＲＳＭの車速感応出力は、

電 源 の 供 給 は 行 い ま せ

ん。リレーを駆 動 す る時

は、別に電源を供給する

必要があります。車速感

応出力がＯＮになると車速

感 応 出 力 線（灰）が、

アースと導通します。 
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ウォーニング表示を使用する 

任意回転数以上でモニターモード時の数値が点滅します 

回転数ウォーニング表示 Ｐ４８【ｅｔｃ.】→【Ｏｕｔｐｕｔ Ｓｅｔ】ＲｖＷ 

任意車速以上でモニターモード時の数値が点滅します 

車速ウォーニング表示 Ｐ４８【ｅｔｃ.】→【Ｏｕｔｐｕｔ Ｓｅｔ】ＳｐＷ 

点滅表示 

２Ｃｈａｎｎｅｌ数値表示時例 

任意のエンジン回転数以上で、モニターモードで数値表示時、及

び１チャンネルでアナログ＋数値表示時に、数値が点滅しドライ

バーに警告を促します。【初期値】５０００ｒｐｍ  

点滅表示 

２Ｃｈａｎｎｅｌ数値表示時例 

任意の車速以上で、モニターモードで数値表示時、及び１チャンネ

ルでアナログ＋数値表示時に、数値が点滅しドライバーに警告を促

します。【初期値】１００ｋｍ／ｈ  
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第３章 操作方法概要 

機能・操作方法概要 _______________________________２０ 
モニターモードでできること _________________________２２ 
メジャーモードでできること__________________________２３ 
その他のモードで設定を行う ________________________２３ 
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機能・操作方法概要 
モニターモード 

センサーから得られれるデータを表示 

 

エンジン回転数、車

速、バッテリ電圧、

積算距離、別売Ｇセ

ンサーを装着するこ

とにより前後左右の

加 速 度 を 表 示 し ま

す。 

その他のモード 

本体の初期設定などを行うモード 
 

車両の仕様に応じ

た初期設定や、外

部 出 力 な ど の 設

定、初期化などを

行ないます。 

メジャーモード 

測定を行うモード 
 

０－１００,２００,４００ｍ

加速計測、０－１００,
２００,３００ｋｍ／ｈ加速

計 測、任 意 車 速 間

の中間加速 計測、

ス ト ッ プ ウ ォ ッ チ、

パワー計測、ロスパ

ワー計測を測定しま

す。 

メインメニュー 

Ｒ Ｓ Ｍ は、大 き く ３ つ の メ

ニューから成り立っていま

す。 
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■［１Ｃｈａｎｎｅｌ～４Ｃｈａｎｎｅｌ］表示項目 

１. Ｒｅｖ......................エンジン回転数 

２. Ｓｐｄ......................車速 

３. Ｔｒｐ ......................積算距離 

４. Ｆ／Ｒ ....................前後加速度 

５. Ｒ／Ｌ ....................左右加速度 

６. Ｂａｔ...................... バッテリ電圧 

■Ｒｅｖ.－［Ｙ］表示項目 

エンジン回転数を横軸にとった、プロット表示を行います。 

１. Ｓｐｅｅｄ..................車速 

２. Ｇｓ Ｆ／Ｒ...............前後加速度 

３. Ｇｓ Ｒ／Ｌ...............左右加速度 

■Ｇ－ＦＲ／ＲＬ表示 

加速度の表示を行います。表示部の中心に原点をおき、前後加速度

を縦軸に、左右加速度を横軸にとったプロット表示を行います。 

■測定項目 

１. ０－＊００ｍ............ ０－１００,２００,４００ｍ加速計測 

２. ０－＊００ｋ..............０－１００,２００,３００ｋｍ／ｈ加速計測 

３. ＊＊－＊＊ｋ.............任意車速間の中間加速計測 

４. ＳＴＯＰ－Ｗ ........... ストップウォッチ（ラップ・スプリット） 

５. ＰＯＷＥＲ............... パワー計測 

６. ＬＯＳＳ－Ｐ............. ロスパワー測定 

■設定項目 

１. Ｏｕｔｐｕｔ Ｓｅｔ ..........回転数／車速感応出力設定 

 回転数／車速ウォーニング表示設定、 

 スピードリミッタ解除設定 

２. Ｇｒｐｈ Ｓｃａｌｅ ..........グラフスケール設定 

３. Ｃａｒ Ｓｅｌｅｃｔ ...........気筒数設定、車速パルス設定、 

 車速パルスアジャスト設定、タイヤ径補正 

 車両重量設定 

４. ＶＦＤ Ｂｒｉｇｈｔ ..........ＶＦＤ輝度調整 

５. Ｇｓｎｓｒ Ｃｏｒｒ ..........Ｇセンサ０点調整 

６. Ｉｎｉｔｉａｌｉｚｅ ...............全データ初期化 
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モニターモードでできること 
メインメニュー【Ｍｏｎｉｔｏｒ】 

［縦軸内容］全３項目から、１項目を選択して表示。  
１. Ｓｐｅｅｄ ............. 車速 

２. Ｇｓ Ｆ／Ｒ .......... 前後加速度（別売Ｇセンサ装着時のみ表示） 

３. Ｇｓ Ｒ／Ｌ .......... 左右加速度（別売Ｇセンサ装着時のみ表示） 

 

［表示方法］  
１ポイント表示、１０ポイント表示、軌跡表示  

 ................リアルタイム表示、リプレイ表示、ポーズ 

 

【エンジン回転数を横軸にとったプロット表示を行う。】 

Ｐ３０【Ｍｏｎｉｔｏｒ】→【Ｒｅｖ.－［Ｙ］】 

［項目内容］  
１. Ｒｅｖ................ エンジン回転数 

２. Ｓｐｄ................ 車速 

３. Ｔｒｐ ................ 積算距離 

４. Ｆ／Ｒ.............. 前後加速度（別売Ｇセンサ装着時のみ表示） 

５. Ｒ／Ｌ.............. 左右加速度（別売Ｇセンサ装着時のみ表示） 

６. Ｂａｔ ................バッテリ電圧 

 

［表示方法］  
数値表示、アナログ表示 .. リアルタイム表示、ピークホールド表示、ポーズ 

グラフ表示 ........................ リアルタイム表示、リプレイ表示、ポーズ 

 

【１～４項目から選択して表示する。】 
Ｐ２６【Ｍｏｎｉｔｏｒ】→【１Ｃｈａｎｎｅｌ】～【４Ｃｈａｎｎｅｌ】 

［表示方法］  
１ポイント表示、１０ポイント表示、軌跡表示  

 ................リアルタイム表示、リプレイ表示、ポーズ 

【前後左右加速度のプロット表示を行う。】 

Ｐ３１【Ｍｏｎｉｔｏｒ】→【Ｇ－ＦＲ／ＲＬ】 （別売Ｇセンサ装着時のみ表示） 
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メジャーモードでできること。 
メインメニュー【Ｍｅａｓｕｒｅ】 

１. ０－＊００ｍ..................................................................................................Ｐ３４ 
０－１００,２００,４００ｍ加速計測 

２. ０－＊００ｋ ...................................................................................................Ｐ３６ 

０－１００,２００,３００ｋｍ／ｈ加速計測 

３. ＊＊-＊＊ｋ ....................................................................................................Ｐ３８ 

任意車速から任意車速までの中間加速 

４. ＳＴＯＰ－Ｗ..................................................................................................Ｐ４０ 
ストップウォッチ（ラップ・スプリット） 

５. ＰＯＷＥＲ .....................................................................................................Ｐ４２ 
パワー計測 

６. ＬＯＳＳ－Ｐ ...................................................................................................Ｐ４３ 
ロスパワー測定 

その他のモードで設定を行う。 
メインメニュー【ｅｔｃ.】 

１. Ｏｕｔｐｕｔ Ｓｅｔ ..............................................................................................Ｐ４８ 

回転数／車速感応出力・回転数／車速ワーニング設定、スピードリミッタ 

解除設定 

２. Ｇｒｐｈ Ｓｃａｌｅ ...............................................................................................Ｐ４９ 

グラフスケール設定 

３. Ｃａｒ Ｓｅｌｅｃｔ ................................................................................................Ｐ５０ 
気筒数設定、車速パルス設定、車速パルス周期設定、タイヤ補正係数， 

車両重量設定 

４. ＶＦＤ Ｂｒｉｇｈｔ ...............................................................................................Ｐ５１ 
ＶＦＤ輝度調整 

５. Ｇｓｎｓｒ Ｃｏｒｒ ...............................................................................................Ｐ５２ 
Ｇセンサ０点調整 

６. Ｉｎｉｔｉａｌｉｚｅ....................................................................................................Ｐ５３ 

全データ初期化 
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１～４項目から選択して表示する ______________________26 
回転数を横軸にとったプロット表示を行う ______________30 
前後左右加速度のプロット表示を行う _________________31 

第４章 モニターモード 
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１Ｃｈａｎｎｅｌ表示 

【ｍｏｎｉｔｏｒ】→【１Ｃｈａｎｎｅｌ】～【４Ｃｈａｎｎｅｌ】 

１～４項目から選択して表示する。 

メインメニュー 

■表示項目内容 

１. Ｒｅｖ ....エンジン回転数 

４. Ｆ／Ｒ...前後加速度 

２. Ｓｐｄ ....車速 

５. Ｒ／Ｌ...左右加速度 

３. Ｔｒｐ..... 積算距離 

６. Ｂａｔ..... バッテリ電圧 

下記の全６項目のデータを、ここから１～４Ｃｈａｎｎｅｌのいずれか選択し表示します。表示方法

は、数値表示、アナログ表示、グラフ表示を行うことができます。それぞれポーズも行えま

す。また、数値表示、アナログ表示では、ピークホールド、グラフ表示では*リプレイを行う

ことができます。 

モニターメニュー 

１項目のデータ表示 

２項目のデータ表示 

３項目のデータ表示 

４項目のデータ表示 

選択 決定 

または 

２. モニターメニューで、 

【１～４Ｃｈａｎｎｅｌ】 

を選択します。 

１. メインメニューで、 

【Ｍｏｎｉｔｏｒ】を選択します。 
または 

Ｐｒ 

戻る 

選択 決定 

または 

１Ｃｈａｎｎｅｌ表示 ２Ｃｈａｎｎｅｌ表示 ３Ｃｈａｎｎｅｌ表示 ４Ｃｈａｎｎｅｌ表示 

１Ｃｈａｎｎｅｌ表示 ２Ｃｈａｎｎｅｌ表示 

●アナログ表示例 

 【機能】ポーズ、ピークホールド 

●グラフ表示例 

 【機能】ポーズ、リプレイ 

【注意】リプレイ機能は、最後にメモリした表示を記憶します.。したがって、表示

項目等を変更しても、表示項目に関係なく最後のメモリをリプレイします。 

Ｎｘ 

●数値表示例 

 【機能】ポーズ、ピークホールド 
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次ページに続く 

３. 項目選択メニューで、 

表示させるデータを選択します。 

■【１Ｃｈａｎｎｅｌ】を選択した場合  
(１) 表示項目を選択する 

表示項目選択モードで、スイッチを上・下

に操作し表示項目を選択します。選択項目

は反転して表示されます。 

(２) 表示する 

スイッチを右、もしくはセンタープッシュし

ポップアップメニューで【Ｎｘ】を選択する

と表示を行います。 

表示 

選択 

または Ｎｘ 

表示項目選択 

■【２～４Ｃｈａｎｎｅｌ】を選択した場合  

または Ｐｒ 

戻る 

(１) 表示チャンネルを選択する 

表示チャンネル選択モードで、スイッチを

上・下に操作し表示チャンネルを選択しま

す。選択チャンネルの数字が反転して表示

されます。 

(２) 表示項目を選択する 

表示チャンネルを選択し、スイッチを右に操

作すると表示項目選択モードになります。

チャンネル数値と表示項目が反転します。

その状態で、スイッチを上・下に操作する

と表示項目が選択できます。 

(３) 他のチャンネルの表示項目を選択する 

表示項目選択モードで、スイッチを左に操

作すると表示チャンネル選択モードに戻りま

す。全ての表示項目を設定するまで、

（１）、（２）を繰り返します。 

(４) 表示する 

表示項目選択モードで、スイッチを右に操

作するか、表示チャンネル選択モードで、

センタープッシュしポップアップメニューで

【Ｎｘ】を選択すると表示を行います。 

表示チャンネル選択 

表示項目選択 

選択 

選択 

表示 

上の表示画面例は、【２Ｃｈａｎｎｅｌ】選択時

のものです。 

または 

Ｎｘ 
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前ページの続き  

セ ン タ ー プ ッ シ ュ し

て 、 ポ ッ プ ア ッ プ メ

ニューで【Ｎｘ】を押

すごとに、（数値表

示）→（グラフ表示）

→（アナログ表示）→

（数値表示）･････を

切替えます。 

４. 項目選択メニューで、 

選択した項目が表示されます。 

戻る 

Ｐｒ 

●数値表示、アナログ表示時の機能   

ポーズ 

ピーク 

解除 

■ピーク表示 

リセット 

設定 

解除 

ピーク値 

●通常表示 ■ポーズ 

Ｒｅｓ． 

１．Ｒｅｖ 

２．Ｓｐｄ 

３．Ｔｒｐ 

４．Ｇｆｒ 

５．Ｇｒｌ 

６．Ｂａｔ 

７．Ａｌｌ 

メニュー内容 

←エンジン回転数 

←車速 

←積算距離 

←前後加速度 

←左右加速度 

←バッテリ電圧 

←全項目 

選択 

リセット 

リセットせず戻る 

または 

■ピーク値リセット設定 
リセットする項目を選択し、決定します。 

※図は【１Ｃｈａｎｎｅｌ】選択時の例です。 

数値表示 

アナログ表示 グラフ表示 

Ｎｘ 

Ｎｘ 

Ｎｘ 

メータ表示は、最大２項目まで表示し
ます。【３Ｃｈａｎｎｅｌ】以上を選択した場
合は、選択No.１と２が表示されます。 

項 目 が 反
転して表示
されます。 
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【ｍｏｎｉｔｏｒ】→【１Ｃｈａｎｎｅｌ】～【４Ｃｈａｎｎｅｌ】 

１～４項目から選択して表示する。 

●グラフ表示時の機能  ※上図は【１Ｃｈａｎｎｅｌ】選択時の例です。 

一時停止 

再開 

●通常表示 

メモリ開始 

リプレイ開始 
（右スクロール） 

ポーズ 

右スクロール 

左スクロール 

一時停止 

再開 

■リプレイ機能 

解除 

残り時間 

メモリ時間は以下のよ
うになっています。 
【１Ｃｈａｎｎｅｌ】.... ６０秒 
【２Ｃｈａｎｎｅｌ】... ３０秒 
【３Ｃｈａｎｎｅｌ】... ２０秒 
【４Ｃｈａｎｎｅｌ】... １５秒 

■メモリ機能 
メモリ停止 

解除 

■ポーズ 

■数値表示が点滅する？！ 

回転数ウォーニング出力、車速ウォーニング出力が設定されていませんか？ 

Ｒｅｖ［エンジン回転数］やＳｐｄ［車速］が数値表示されている時、設定速度、

回転数以上から点滅表示します。（Ｐ４８） 

■アナログ表示が動かない？！ 

ポーズがかかっていませんか？ 

ポーズがかかっているとアナログ表示は動きません。スイッチを下に操作し、

ポーズを解除してください。 

右スクロール 

左スクロール 

【注意】積算距離は最大３０００ｋｍまで表示します。３０００ｋｍを超えると、０ｋｍに戻り、【１～４Ｃｈａｎｎｅｌ】, 
【Ｒｅｖ.－［Ｙ］】,【Ｇ－ＦＲ／ＲＬ】のメモリはクリアされます。 

走行中、または、停車直後に電源をオフにすると、トリップが残らない可能性があります。 
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【ｍｏｎｉｔｏｒ】→【Ｒｅｖ．－［Ｙ］】 

回転数を横軸にとったプロット表示を行う。 

１. Ｓｐｅｅｄ .......車速 

２. Ｇｓ Ｆ／Ｒ ....前後加速度 

３. Ｇｓ Ｒ／Ｌ ....左右加速度 

選択 決定 

または 

選択 

または 

決定 

Ｎｘ 

選択 

または 

決定 

Ｎｘ 

２. モニターメニューで、 

【Ｒｅｖ．－［Ｙ］】 

を選択します。 

１. メインメニューで、 

【Ｍｏｎｉｔｏｒ】を選択します。 
または 

Ｐｒ 

戻る 

３. 項目選択メニューで、 

表示させるデータ 

を選択します。 または 

Ｐｒ 

戻る 

センタープッシュし、ポップアップメニューで【Ｎｘ】を

押すごとに、（１ポイント表示）→（１０ポイント表示）→

（軌跡表示）→（１ポイント）･････を切替えます。 

４. 項目選択メニューで、 

選択した項目が 

表示されます。 

戻る 

Ｐｒ 

Ｎｘ 

１ポイント表示 

１０ポイント表示 

Ｎｘ 
Ｎｘ 

軌跡表示 

軌跡ｸﾘｱ 

■メモリ機能 

残り時間 

メモリ時間... ６０秒 

ﾒﾓﾘ開始 ﾒﾓﾘ停止 

リプレイ 

時間 

ﾘﾌﾟﾚｲ開始 ﾘﾌﾟﾚｲ終了 

ポーズ 

■リプレイ機能 

メモリを全てリプレ

イすると自動的にリ

プ レ イ は 終 了 し ま

す。 

【１～４Ｃｈａｎｎｅｌ】,【Ｇ－Ｆ

Ｒ／ＲＬ】のメモリはクリアさ

れます。 
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【ｍｏｎｉｔｏｒ】→【Ｇ－ＦＲ／ＲＬ】 

前後左右加速度のプロット表示を行う。 

選択 決定 

または 

選択 

または 

決定 

Ｎｘ 

２. モニターメニューで、 

【Ｇ－ＦＲ／ＲＬ】 

を選択します。 

１. メインメニューで、 

【Ｍｏｎｉｔｏｒ】を選択します。 
または 

Ｐｒ 

戻る 

センタープッシュし、ポップアップメニューで【Ｎｘ】を押すごとに、（１ポイント表示）→（１０ポイント表示）→（軌跡

表示）→（１ポイント）･････を切替えます。 

Ｎｘ 

１ポイント表示 

１０ポイント表示 

Ｎｘ 
Ｎｘ 

軌跡表示 

軌跡ｸﾘｱ 

■メモリ機能 

残り時間 

メモリ時間... ６０秒 

ﾒﾓﾘ開始 ﾒﾓﾘ停止 

３. 表示されます。 
戻る 

Ｐｒ 

リプレイ 

時間 

ﾘﾌﾟﾚｲ開始 ﾘﾌﾟﾚｲ終了 

ポーズ 

■リプレイ機能 

メモリを全てリプレ

イすると自動的にリ

プ レ イ は 終 了 し ま

す。 

別売Ｇセンサーオプションを装着

時に前後左右の加速度のプロッ

ト表示を行うことができます。中

心が０Ｇを示し、プロットが上に

向かうと加速、下に向かうと減

速、左に向かうと左折、右に向

かうと右折を示します。 

■プロットの方向 

加速 

減速 

右折 

左折 

【１～４Ｃｈａｎｎｅｌ】,【Ｒｅｖ.－
［Ｙ］】のメモリはクリアさ

れます。 
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メジャーモード 第５章 

０－１００,２００,４００ｍ加速計測_________________________３４ 
０－１００,２００,３００ｋｍ／ｈ加速計測_____________________３６ 
任意車速間の中間加速計測 _________________________３８ 
ストップウォッチ（ラップ・スプリット）計測___________ ４０ 
パワー計測 ______________________________________４２ 
ロスパワー入力・計測 ____________________________４３ 
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２. メジャーメニューで、 

【０－＊００ｍ】を選択します 

【ｍｅａｓｕｒｅ】→【０－＊００ｍ】 

０－１００,２００,４００ｍ加速計測 

3. ０－＊００ｍ計測モードになります。 

①計測距離を設定する  

(１) 距離設定モードに入る 

計測モードで、スイッチを左または右に操作すると設

定計測距離表示部分が反転し、距離設定モードにな

り距離設定が可能になります。 

(２) 距離を設定する 

スイッチを上・下に操作すると、測定距離が変わりま

す。測定距離は０－１００ｍ、０－２００ｍ、０－４００ｍか

ら選択します。 

(３) 計測モードに戻る 

希望の測定距離に合わせ、スイッチを左または右に

操作すると、計測モードに戻ります。 

メインメニュー 

メジャーメニュー 

決定 

１. メインメニューで、 

【ｍｅａｓｕｒｅ】を選択します。 

選択 

または 

決定 

選択 

または 

戻る 

または 

Ｐｒ 

距離設定モード 

選択 

計測モード 

または 

戻る 

Ｐｒ 

０－１００,２００,４００ｍから選択して計測する。 

２００ｍ通過タイム 

１００ｍ通過タイム 
２００ｍ通過速度 

１００ｍ通過速度 

設定計測距離 

現在タイム（測定中） 

測定タイム（測定後） 

現在速度（測定中） 

ゴール通過速度 

Ｎｘ 
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(１) 準備をする 

スイッチを下に操作すると［Ｒｅａｄｙ！］と点滅表示し、測定スタン

バイ状態になります。 

（走行時に操作した場合、停止したときに［Ｒｅａｄｙ！］と点滅表

示します。走行中は、リアルタイムに車速を表示します。） 

 

(２) 計測する 

測定スタンバイ状態の時、車速信号が入力される（タイヤが回り

出す）と測定を開始します。 

(３) 計測を終了する 

設定距離を走行すると自動的に計測を終了します。 
計測スタンバイ 

②計測する  

計測モード 

計測 

■履歴をクリアする  

記録履歴モードで、スイッチを右に操作すると、履歴ク

リアモードになります。スイッチを上・下に操作し、

カーソルをクリアする記録に合わせ、センタープッシュ

することにより、選択した記録がクリアされます。 

履歴表示モードで、スイッチを右に操作すると計測モー

ドに、スイッチを左に操作すると、履歴表示モードにな

ります。 

Ｒｃ 

計測モード 

履歴表示モード 

選択 

選択 ｸﾘｱ 

履歴クリアモード 

■記録ベスト５履歴を見る 
計測モードで、センタープッシュし

てＲｃを選択すると、記録履歴モード

になります。スイッチを上・下に操

作することにより記録を見ることが

できます。 

記録ベスト５履歴を見る。履歴をクリアする。  

●別売Ｇセンサー装着時の注意 

Ｇセンサー装着時は、車速信号の補正を行います。この時、Ｇセンサーの取付けが

確実に行われていないと、正確な計測が出来ません。⇒Ｇセンサ０点調整（Ｐ５２） 
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3. ０－＊００ｋ計測モードになります。 

２. メジャーメニューで、 

【０－＊００ｋ】を選択します。 

【ｍｅａｓｕｒｅ】→【０－＊００ｋ】 

０－１００,２００,３００ｋｍ／ｈ加速計測 

①計測距離を設定する  

(１) 速度設定モードに入る 

計測モードで、スイッチを左または右に操作すると

設定計測速度表示部分が反転し、速度設定モード

になり速度設定が可能になります。 

(２) 速度を設定する 

スイッチを上・下に操作すると、設定速度が変わり

ます。測定速度は０－１００ｋｍ／ｈ、０－２００ｋｍ／ｈ、

０－３００ｋｍ／ｈから選択します。 

(３) 計測モードに戻る 

希望の設定速度に合わせ、スイッチを左または右に

操作すると、計測モードに戻ります。 

メインメニュー 

メジャーメニュー 

決定 

１. メインメニューで、 

【ｍｅａｓｕｒｅ】を選択します。 

選択 

または 

決定 

選択 

または 

戻る 

または 

Ｐｒ 

速度設定モード 

選択 

計測モード 

または 

戻る 

Ｐｒ 

０－１００,２００,３００ｋｍ／ｈから選択して計測する。 

２００ｋｍ／ｈ到達タイム 

１００ｋｍ／ｈ到達タイム 

設定計測速度 

現在タイム（測定中） 

測定タイム（測定後） 

２００ｋｍ／ｈ到達距離 

１００ｋｍ／ｈ到達距離 

現在速度（測定中） 

３００ｋｍ／ｈ到達距離 

Ｎｘ 
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履歴表示モード 

(１) 準備をする 

スイッチを下に操作すると［Ｒｅａｄｙ！］と点滅表示し、測定スタン

バイ状態になります。 

（走行時に操作した場合、停止したときに［Ｒｅａｄｙ！］と点滅表

示します。走行中は、リアルタイムに車速を表示します。） 

 

(２) 計測する 

測定スタンバイ状態の時、車速信号が入力される（タイヤが回り

出す）と測定を開始します。 

(３) 計測を終了する 

設定速度に到達すると自動的に計測を終了します。 
計測スタンバイ 

②計測する  

計測モード 

計測 

■履歴をクリアする  

記録履歴モードで、スイッチを右に操作すると、履歴ク

リアモードになります。スイッチを上・下に操作し、

カーソルをクリアする記録に合わせ、センタープッシュ

することにより、選択した記録がクリアされます。 

履歴表示モードで、スイッチを右に操作すると計測モー

ドに、スイッチを左に操作すると、履歴表示モードにな

ります。 

Ｒｃ 選択 

選択 ｸﾘｱ 

履歴クリアモード 

■記録ベスト５履歴を見る 
計測モードで、センタープッシュし

てＲｃを選択すると、記録履歴モード

になります。スイッチを上・下に操

作することにより記録を見ることが

できます。 

記録ベスト５履歴を見る。履歴をクリアする。  

計測モード 

●別売Ｇセンサー装着時の注意 

Ｇセンサー装着時は、車速信号の補正を行います。この時、Ｇセンサーの取付けが

確実に行われていないと、正確な計測が出来ません。⇒Ｇセンサ０点調整（Ｐ５２） 
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3. ＊＊－＊＊ｋ計測モードになります。 

２. メジャーメニューで、 

【＊＊－＊＊ｋ】を選択します。 

【ｍｅａｓｕｒｅ】→【＊＊－＊＊ｋ】 

任意車速間の中間加速計測 

①計測速度を設定する  

(１) 速度設定モードに入る 

計測モードで、スイッチを左に操作すると計測

終了速度表示部分が反転し、スイッチを右に

操作すると計測開始速度部分が反転し速度の

設定が可能になります。 

(２) 速度を設定する 

スイッチを上・下に操作すると、設定速度が変

わります。測定速度は０－２５０ｋｍ／ｈから選択

します。スイッチを左・右に操作し開始・終了

速度それぞれを設定してください。 

(３) 速度設定モードを出る 

希望の設定速度に合わせ、スイッチを左また

は右に操作し、計測モードに戻ります。 

メインメニュー 

メジャーメニュー 

決定 

１. メインメニューで、 

【ｍｅａｓｕｒｅ】を選択します。 

選択 

または 

決定 

選択 

または 

戻る 

または 

Ｐｒ 

戻る 

Ｐｒ 

０－２５０ｋｍ／ｈの任意車速から任意車速を選択して計測する。 

計測 

開始速度 
現在タイム（測定中） 

測定タイム（測定後） 

測定距離 

計測 

終了速度 

現在速度 

開始速度設定 

計測モード 

終了速度設定 

Ｎｘ 
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(１) 準備をする 

スイッチを下に操作すると［Ｒｅａｄｙ！］と点滅表示し、測定スタン

バイ状態になります。 

（計測開始速度以上で操作した場合、計測開始速度以下になる

と［Ｒｅａｄｙ！］と点滅表示します。） 

 

(２) 計測する 

測定スタンバイ状態の時、計測開始速度を超えると測定を開始し

ます。 

(３) 計測を終了する 

計測終了速度に到達すると自動的に計測を終了します。 
計測スタンバイ 

②計測する  

計測モード 

計測 

■履歴をクリアする  

記録履歴モードで、スイッチを右に操作すると、履歴ク

リアモードになります。スイッチを上・下に操作し、

カーソルをクリアする記録に合わせ、センタープッシュ

することにより、選択した記録がクリアされます。 

履歴表示モードで、スイッチを右に操作すると計測モー

ドに、スイッチを左に操作すると、履歴表示モードにな

ります。 

Ｒｃ 

履歴表示モード 

選択 

選択 ｸﾘｱ 

履歴クリアモード 

■記録ベスト５履歴を見る 
計測モードで、センタープッシュし

てＲｃを選択すると、記録履歴モード

になります。スイッチを上・下に操

作することにより記録を見ることが

できます。 

記録ベスト５履歴を見る。履歴をクリアする。  

計測モード 

●別売Ｇセンサー装着時の注意 

Ｇセンサー装着時は、車速信号の補正を行います。この時、Ｇセンサーの取付けが

確実に行われていないと、正確な計測が出来ません。⇒Ｇセンサ０点調整（Ｐ５２） 
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3. ストップウォッチ計測モードになります。 

２. メジャーメニューで、 

【ＳＴＯＰ－Ｗ】を選択します。 

【ｍｅａｓｕｒｅ】→【ＳＴＯＰ－Ｗ】 

ストップウォッチ（ラップ・スプリット）計測 

メインメニュー 

メジャーメニュー 

決定 

１. メインメニューで、 

【ｍｅａｓｕｒｅ】を選択します。 

選択 

または 

決定 

選択 

または 

戻る 

または 

Ｐｒ 

戻る 

Ｐｒ 

現在タイム 

（ラップ計測時） 

ラップ表示 

（スプリット計測時） 

スプリット表示 

ラップ／スプリット 

計測ステータス表示 

①計測方法をラップ／スプリットから選択する。  

ラップ計測モード スプリット計測モード 

②操作方法  

スタート 

ストップ 

ラップ 

スプリット 

ス イ ッ チ を 右 に 操 作 す る と、ラ ッ

プ／スプリット計測ステータス表示

が変化し、計測方法をラップ／スプ

リットから選択できます。【ｌａｐ】で

ラップ計測を、【ｓｐｌ】でスプリット

計測を行います。 

スイッチを上に操作すると、計測

を開始します。 

【計測中】スイッチを上に操作す

ると、計測を終了します。 

オート 

スタート 

【計測中】スイッチを下に操作す

ると、ラップ／スプリットを計測し

ます。 

ス イ ッ チ を 左 に 操 作 す る と、  

［ｒｄｙ］と点滅表示し、車速信号

が入力される（タイヤが回り出

す）と計測を開始します。 

【計測終了時】スイッチを下に操

作すると、計測結果をリセットしま

す。 

リセット 

Ｎｘ 
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■ラップ／スプリットを確認する 

リセット 

●スプリットタイム計測 【ｓｐｌ】選択時  

●ラップタイム計測 【ｌａｐ】選択時 

●積算タイム計測 

スタート ストップ 

スタート ストップ 

スタート ストップ 

ラップ ラップ 

スタート ストップ 

スプリット スプリット 

表示例 

表示例 リセット 

表示例 
リセット 

Ｒｃ 
【計測終了時】センタープッシュしてＲｃを

選択すると、履歴モードになります。スイッ

チを上・下に操作することにより記録を見る

ことができます。なお、ラップ／スプリット

の履歴は、最大２０まで記憶可能です。 

 なお、記録はＩＧスイッチオフでクリアされ

ます。 または 

選択 

ストップ スタート 

ストップ スタート 
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3. パワー計測モードになります。 

２. メジャーメニューで、 

【ＰＯＷＥＲ】を選択します。 

メインメニュー 

メジャーメニュー 

決定 

１. メインメニューで、 

【ｍｅａｓｕｒｅ】を選択します。 

選択 

または 

決定 

選択 

または 

または 

Ｐｒ 

戻る 

Ｐｒ 

Ｎｘ 

現在車速 ピークパワー 

ピークパワー 

ピークパワー 

発生回転数 

ピークパワー 

発生回転数 

現在回転数 
現在パワー 

● 本機能を使用するためには、別売Ｇセンサが必要です。 

● 計測には、ロスパワーの入力、車両重量の入力が必要です。 

● 計測は、平坦な道で行ってください。上り坂では実際のパワーより多く、下り坂では

実際のパワーより少なく表示されます。 

ポーズ ポーズ 

パワー計測（数値表示） パワー計測（グラフ表示） 

【ｍｅａｓｕｒｅ】→【ＰＯＷＥＲ】 

パワー計測 （別売Ｇセンサ装着時のみ計測可能） 
戻る 

ｸﾘｱ ｸﾘｱ 

Ｎｘ 
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【ｍｅａｓｕｒｅ】→【ＬＯＳＳ－Ｐ】 

ロスパワー入力・計測 （別売Ｇセンサ装着時のみ計測可能） 
本製品で、別売Ｇセンサを使用してパワー計測を行う場合、ロスパワーの入力が必要になり

ます。下記表１は、代表車種のロスパワーデータです。車両のボディ形状、駆動方式、車両

重量から、お客様の車両に一番近いと思われるロスパワーデータを入力してください。 

 また、正確なロスパワーを入力したい場合は、ロスパワー計測を行いデータを入力するこ

とができます。 

 ロスパワーの詳しい入力方法は次ページを参考にしてください。 

■ロスパワーとは 

空気抵抗、タイヤの転がり抵抗、駆動抵抗（エンジン、トランスミッション、デフなど）

をあわせた車両に加わる抵抗です。 

ロスパワーは測定条件により常に変化し、空気抵抗であれば空気密度など、転がり抵

抗であればタイヤ空気圧、駆動抵抗であれば駆動系のオイル温度などで変化します。 

車名 形状 駆動方式 重量

グランビア ワンボックス ４ＷＤ 2200Ｋｇ

レガシィ ワゴン ４ＷＤ 1650Ｋｇ

チェイサー セダン ＦＲ 1600Ｋｇ

インテグラ クーペ ＦＦ 1150Ｋｇ

アルトワークス 軽ハッチバック ＦＦ 800Ｋｇ

表１ 【参考】代表車種ロスパワー 

図１ 【参考】代表車種 

10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
グランビア 1 3 4 6 9 13 17 21 27 33
インテグラ　Ｔｙｐｅ－Ｒ 1 2 3 4 5 6 7 8 10 13

チェイサー　ツアラーＶ 1 2 3 4 5 7 10 12 16 21
レガシー 1 2 3 5 7 9 12 15 19 24
アルト　ワークス 0 0 0 1 1 2 3 4 6 8

110 120 130 140 150 160 170 180 190
グランビア 42 52 64 79 96 120 152 － －

インテグラ　Ｔｙｐｅ－Ｒ 16 20 25 32 39 48 58 71 87
チェイサー　ツアラーＶ 25 31 38 47 57 68 82 103 130
レガシー 29 35 43 52 62 75 92 116 148 単位
アルト　ワークス 11 15 21 28 36 46 59 78 96 （ＰＳ）

車名
車速（ｋｍ／ｈ）

車名
車速（ｋｍ／ｈ）

図２ 【参考】代表車種ロスパワーデータ 

次ページに続く 
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２. メジャーメニューで、 

【ＬＯＳＳ－Ｐ】を選択する。 

メインメニュー 

メジャーメニュー 

決定 

１. メインメニューで、 

【ｍｅａｓｕｒｅ】を選択します。 

選択 

または 

決定 

選択 

または 

3. ロスパワー計測・入力モードになります。 

１ポイント表示 

１０ポイント表示 

軌跡表示 

ｸﾘｱ 

ロスパワー計測モード 

Ｎｘ 

ロスパワー入力モード 

増減 

選択 

戻る 

Ｐｒ 

または 

Ｐｒ 

戻る 

前ページの続き  

■ロスパワーを入力する 
(１) 車速を選択する 

ロスパワー入力モードで、スイッチを

左・右に操作し車速を選択します。選

択車速が左上に表示され、棒グラフが

明るく表示されます。 

(２) ロスパワーを入力する 

車速を選択し、スイッチを上・下に操作

するとロスパワーが増減し、棒グラフも

上下します。 

(３) 他の車速を選択する 

（１）,（２）を繰り返します。 

Ｎｘ 
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■ロスパワーを計測する  
● 試験路を確保する 

長く平坦な直線路で計測します。登坂路や下り坂、また平坦でもカーブがあるとステアリ

ング操舵時に抵抗が増えるため正確に計測が行えません。 

● ロスパワー計測モードで軌跡表示にする 

ロスパワー計測モードで軌跡表示に切り替えます。減速するとロスパワーがプロットされ

軌跡が残ることを確認してください。 

【ｍｅａｓｕｒｅ】→【ＬＯＳＳ－Ｐ】 

ロスパワー入力・計測  

(１) 計測速度にする 

計測したいロスパワーの車速より１０ｋｍ／ｈ

程車速をあげます。たとえば、９０ｋｍ／ｈ

からのロスパワーを入力するのであれば

車速を１００ｋｍ／ｈにする。 

(２) スイッチを下に操作する 

いままでのロスパワーの軌跡がクリアされ

ます。 

(３) 惰行する 

ギアをニュートラルにし、ブレーキを踏ま

ず惰行してください。ロスパワーがプロッ

トされ軌跡がのこります。 

(４) ロスパワーを入力する 

ロスパワー入力モードにし、プロットされ

た軌跡に棒グラフを合わせるように入力し

ます。 

 

上記作業でロスパワーを計測／入力します。

１回で全てのロスパワーを計測するのが困難

な場合は、１００－５０ｋｍ／ｈ、６０－０ｋｍ／ｈと

いったように数回に分けてロスパワーを計

測／入力してください。 

このプロットに、 

棒グラフを合わせる。 

●一般公道では道路交通法を守り、安全運転を心がけてください。 

警告 ！ 
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２. その他メニューで、 

【Ｏｕｔｐｕｔ ｓｅｔ】を選択します。 

メインメニュー 

決定 

１. メインメニューで、 

【ｅｔｃ.】を選択します。 

選択 

または 

決定 

選択 

または 

戻る 

または 

Ｐｒ 

【ｅｔｃ．】→【Ｏｕｔｐｕｔ ｓｅｔ】 

出力設定 回転数／車速感応外部出力、回転数／車速ウォーニング出力設定、スピードリミッタ解除設定 

3. 出力設定モードになります。 

選択 

増減 

その他メニュー 

項目選択 

項目設定 

回転数／車速感応外部出力、回転数／車速ウォーニング出力、スピードリミッタ解除を設定

します。 

(１) 項目を選択する 

項目選択画面でスイッチを上・下に操作し、数値を設

定する項目を選択します。選択している項目は、反転

表示されます。 

(２) 数値を設定する 

項目を選択しスイッチを右に操作すると、数値を設定す

ることができます。スイッチを上・下に操作すると、数

値が増減します。 

⇒他の項目も設定する場合 

スイッチを左に操作し、（１）,（２）を繰り返し行ってく

ださい。 

(３) 設定を終了する 

スイッチをセンタープッシュし、ポップアップメニューで

【Ｐｒ】を選択する、もしくは、スイッチを左に操作する

と、その他のメニューに戻ります。 

戻る 

または Ｐｒ 

■設定項目  括弧内は初期値です  
ＲｅＯ 【回転数感応外部出力】 １００～９９００,ＯＦＦ（３０００）［ｒｐｍ］ 
ＳｐＯ 【車速感応外部出力】 １～３００,ＯＦＦ（６０）［ｋｍ／ｈ］ 

ＲｖＷ 【回転数ウォーニング出力】 １００～９９００,ＯＦＦ（５０００）［ｒｐｍ］ 

ＳｐＷ 【車速ウォーニング出力】 １～３００,ＯＦＦ（１００）［ｋｍ／ｈ］ 

ＳＬＣ 【スピードリミッタ設定】 １０～２００,ＯＦＦ（１７０）［ｋｍ／ｈ］ 

Ｐ４９－３. 
グラフスケール 
設定モードへ  

Ｎｘ 

Ｎｘ 
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【ｅｔｃ．】→【Ｇｒｐｈ Ｓｃａｌｅ】 

グラフスケール設定 

２. その他メニューで、 

【Ｇｒｐｈ Ｓｃａｌｅ】を選択します。 

メインメニュー 決定 

１. メインメニューで、 

【ｅｔｃ.】を選択します。 

選択 

または 

決定 

選択 

または 

戻る 

または 

Ｐｒ 

その他メニュー 

3. グラフスケール設定モードになります。 
戻る 

または Ｐｒ 

選択 

増減 

項目選択 

項目設定 

(１) 項目を選択する 

項目選択画面でスイッチを上・下に操作し、数値を設

定する項目を選択します。選択している項目は、反転

表示されます。 

(２) 数値を設定する 

項目を選択しスイッチを右に操作すると、数値を設定す

ることができます。スイッチを上・下に操作すると、数

値が増減します。 

⇒他の項目も設定する場合 

スイッチを左に操作し、（１）,（２）を繰り返し行ってく

ださい。 

(３) 設定を終了する 

スイッチをセンタープッシュし、ポップアップメニューで

【Ｐｒ】を選択する、もしくは、スイッチを左に操作する

と、その他のメニューに戻ります。 

アナログ表示やグラフ表示などのスケールを変更することができます。 

■設定項目  括弧内は初期値です  
Ｒｅｖ 【回転数】 １００００,９０００,（８０００）,７０００,６０００［ｒｐｍ］ 
Ｓｐｄ 【車速】 ３６０,３００,（２４０）,１８０,１２０［ｋｍ／ｈ］ 

Ｔｒｐ 【積算距離】 １０００,３００,（１００）,３０,１０［ｋｍ］ 

Ｇｆｒ 【前後加速度】 ±２.０,±１.５,（±１.０）,±０.６,±０.３［Ｇ］ 

Ｇｒｌ 【左右加速度】 ±２.０,±１.５,（±１.０）,±０.６,±０.３［Ｇ］ 

ＰＷＲ 【馬力】 １０００,６００,４００,２００,１５０,１００［ｋｗ］ 

  １２００,８００,５００,（３００）,２００,１５０［ｐｓ］ 

Ｐ５０－３. 
車種別 
設定モードへ  

Ｎｘ 

Ｎｘ 
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【ｅｔｃ．】→【Ｃａｒ Ｓｅｌｅｃｔ】 

車種別設定 

２. その他メニューで、 

【Ｃａｒ Ｓｅｌｅｃｔ】を選択します。 

メインメニュー 決定 

１. メインメニューで、 

【ｅｔｃ.】を選択します。 

選択 

または 

決定 

選択 

または 

戻る 

または 

Ｐｒ 

その他メニュー 

3. 車種別設定モードになります。 
戻る 

または Ｐｒ 

選択 

増減 

項目選択 

項目設定 

(１) 項目を選択する 

項目選択画面でスイッチを上・下に操作し、数値を設

定する項目を選択します。選択している項目は、反転

表示されます。 

(２) 数値を設定する 

項目を選択しスイッチを右に操作すると、項目設定画面

になりその項目の数値を設定することができます。ス

イッチを上・下に操作すると、数値が増減します。 

⇒他の項目も設定する場合 

ス イ ッ チ を 左に 操 作 し、項目 選 択 画 面 に戻 り（１）,
（２）を繰り返し行ってください。 

(３) 設定を終了する 

スイッチをセンタープッシュし、ポップアップメニューで

【Ｐｒ】を選択する、もしくは、項目選択画面でスイッチ

を左に操作すると、その他のメニューに戻ります。 

メーター表示やグラフ表示などのスケールの最大値を変更することができます。 

■設定項目  括弧内は初期値です  
Ｃｙｌ 【気筒数】 １～１６ （６）［気筒］ 
ＳＰ１ 【車速パルス】 ２,４,８,１６,４０,８０,１６０ （４）［パルス］ 

ＡＤＪ 【車速ﾊﾟﾙｽｱｼﾞｬｽﾄ】 １０～２５０ （１００）［％］ 

ＴＩＲＥ 【タイヤ補正】 ５０～１５０ （１００）［％］ 

ＷＧＨＴ 【車両重量】 ５００～２５００ （１５００）［ｋｇ］ 

Ｐ５１－３. 
ＶＦＤ輝度調整 
モードへ  

Ｎｘ 

Ｎｘ 
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【ｅｔｃ．】→【ＶＦＤ Ｂｒｉｇｈｔ】 

ＶＦＤ輝度調整 

２. その他メニューで、 

【ＶＦＤ Ｂｒｉｇｈｔ】を選択します。 

メインメニュー 決定 

１. メインメニューで、 

【ｅｔｃ.】を選択します。 

選択 

または 

決定 

選択 

または 

戻る 

または 

Ｐｒ 

その他メニュー 

3. ＶＦＤ輝度調整モードになります。 

(１) 項目を選択する 

ＶＦＤ輝度調整モードでスイッチを左・右に操作し、数値を

設定する項目を選択します。選択している項目は、反転表

示されます。 

(２) 数値を設定する 

項目を選択しスイッチを上・下に操作すると、数値が増減し

ます。数値が大きいほど明るく、小さいほど暗くなります。 

⇒他の項目も設定する場合 

（１）,（２）を繰り返し行います。 

(３) 設定を終了する 

スイッチをセンタープッシュし、ポップアップメニューで 

【Ｐｒ】を選択する、もしくは【Ｄａｙ】でスイッチを左に、

【Ｎｉｇ】でスイッチを右に操作すると、その他のメニューに

戻ります。 

本製品は内蔵の光センサを用いて、外部の明るさに応じてＶＦＤの輝度を自動的に調整してい

ます。項目の【Ｄａｙ】は昼間時（明るい時）の輝度、【Ｄｉｍ】は夕方（薄暗い時）の輝

度、【Ｎｉｇ】は夜間（暗い時）の輝度を想定しています。 

夜間眩しい時などに調整を行ってください。通常は変更の必要はありません。 

選択 

増減 

ＶＦＤ輝度調整モード 

Ｐ４８－３. 
出力設定 

モードへ  

Ｎｘ 
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戻る 

または Ｐｒ 
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【ｅｔｃ．】→【Ｇｓｎｓｒ Ｃｏｒｒ】 

Ｇセンサ０点調整 

２. その他メニューで、 

【Ｇｓｎｓｒ Ｃｏｒｒ】を選択します。 

メインメニュー 決定 

１. メインメニューで、 

【ｅｔｃ.】を選択します。 

選択 

または 

決定 

選択 

または 

戻る 

または 

Ｐｒ 

その他メニュー 

3. Ｇセンサ０点調整モードになります。 

別売Ｇセンサ取付け時、０点を調整します。この調整を行わないと正しい加速度の測定は行

えません。Ｇセンサ取付け固定時、取付け場所移動時には、必ずＧセンサの０点調整を行っ

てください。 

選択 

決定 

⇒Ｇセンサの０点を調整する 

Ｇセンサを、｢Ｇセンサ取扱説明書｣通り固定してから、Ｇセン

サ０点調整モードで、スイッチを左に操作し［Ｙｅｓ］を選択し

て、スイッチをセンタープッシュします。 

 

⇒Ｇセンサの０点を調整せず、モードを抜ける 

Ｇセンサ０点調整モードで、 

・［Ｎｏ］を選択して、スイッチをセンタープッシュする。 

・［Ｎｏ］を選択しているとき、スイッチを右に操作する。 

・［Ｙｅｓ］を選択しているとき、スイッチを左に操作する。 

いずれかの操作を行うと、その他のメニューにもどります。 

戻る 

Ｐｒ 

Ｇセンサ０点調整 

Ｎｘ 

●正しい取付け位置 

 
●誤った取付け位置 
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【ｅｔｃ．】→【Ｉｎｉｔｉａｌｉｚｅ】 

全データ初期化 

２. その他メニューで、 

【Ｉｎｉｔｉａｌｉｚｅ】を選択します。 

メインメニュー 決定 

１. メインメニューで、 

【ｅｔｃ.】を選択します。 

選択 

または 

決定 

選択 

または 

戻る 

または 

Ｐｒ 

その他メニュー 

3. 全データ初期化モードになります。 

全てのデータを初期化し、工場出荷時のデータに戻します。 

選択 

決定 

⇒全データを初期化する 

全データ初期化モードで、スイッチを左に操作し［Ｙｅｓ］を

選択して、スイッチをセンタープッシュします。 

⇒イグニッションをＯＦＦにする 

⇒イグニッションをＯＮにする 

初期化完了です。 

初期化されていることを確認してください。 

 

⇒初期化せず、モードを抜ける 

全データ初期化モードで、 

・［Ｎｏ］を選択して、スイッチをセンタープッシュする。 

・［Ｎｏ］を選択しているとき、スイッチを右に操作する。 

・［Ｙｅｓ］を選択しているとき、スイッチを左に操作する。 

いずれかの操作を行うと、その他のメニューにもどります。 

戻る 

Ｐｒ 

全データ初期化 

Ｎｘ 
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●バッテリが接続されていますか。 

●車両ＥＣＵハーネスと信号ハーネスは確実に接続され 

ていますか。 

●信号ハーネスとＲＳＭ本体ケーブルのコネクタは接続 

されていますか。 

確実に接続したつもりでも、接触不良などで電源が

入らない場合があります。ギボシやスプライスのカ

シメ部など、もう一度確認してください。 

表示がおかしい ●車速／回転数が表示されない 

車速／回転信号を接続する場所を間違えていません

か。本製品付属の｢車種別配線図｣を参考に、ＥＣＵ

の向きに十分注意し、コネクタの形状やピン数を確

認して取付けを行ってください。 

 

●回転数表示がおかしい 

・気筒数設定が正しく行われているか確認してくださ

い。（Ｐ１３） 

・純正のタコメーターには若干の誤差があります。高

回転で２００～３００ｒｐｍほどずれる場合がありますが

正常です。本製品の数値が正確な回転数です。 

 

●車速表示がおかしい 

・車速パルス設定、車速パルスアジャスト設定（車種

によっては設定の必要なし）が正しく行われている

か確認してください。（Ｐ１３・１４） 

・純正のスピードメーターには若干の誤差がありま

す。１００ｋｍ／ｈで１０ｋｍ／ｈ以上ずれる場合がありま

すが正常です。本製品の数値が正確な車速です。 

・ある車速以上が表示されない場合、本製品以外の

スピードリミッタ解除装置がついている可能性があり

ますので外すようにしてください。 

 

●加速度表示がされない。パワー計測が出来ない。 

・Ｇセンサーが接続されていますか。 

加速度表示、パワー計測を行うには別売Ｇセンサー

が必要です。 

電源が入らない 

こんな時は？ 
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表示がおかしい 
（続き） 

●加速度表示がおかしい。 

・Ｇセンサーの０点調整は行いましたか。 

・Ｇセンサー取付けはしっかりと行われていますか。 

 

●パワー計測がおかしい。 

・車両重量の入力は行いましたか。（Ｐ５０） 

・Ｇセンサーの０点調整は行いましたか。（Ｐ５２） 

・Ｇセンサー取付けはしっかりと行われていますか。 

・ロスパワーの入力を行いましたか。（Ｐ４３） 

スピードリミッタが解

除できない 
・スピードリミッタ解除の設定は行っていますか。車種

により設定項目が異なります。もう一度初期設定項

目一覧を確認してください。（Ｐ１３・１４） 

表示が暗い／明るい ・ＶＦＤの輝度調整を行ってください。（Ｐ５１） 
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ご注意 

１. 本書の内容について、将来予告なしに変更することがあります。 

２. 本書の内容については万全を期して作成しましたが、万一ご不審な点や誤りなど、お気づき

のことがありましたらご連絡ください。 

３. 本書の一部または全部を無断で複写することは禁止されています。また、個人としてご利用に

なるほかは、著作権法上、弊社に無断では使用できません。 

４. 故障、修理その他の理由に起因するメモリ内容の消失による、損害などにつきましては弊社で

は一切その責任を負えませんので、あらかじめご了承ください。 

５. 本製品、及びオプションパーツの仕様、価格、外見等は予告なく変更することがあります。 

６. 本製品は、日本国内での使用を前提に設計したものです。海外では使用しないでください。 

This product is designed for domestic use only. It must not be used in any country. 
 

・本書に記載されている社名や商品名は、各社の登録商標または商標です。 

・下記、お問い合わせ先の名称、住所、電話番号は２００８年３月２７日現在のものです。 

 なお、名称、住所、電話番号は変更することがありますのでご了承ください。 

 
本製品の仕様 

●作動電圧 ＤＣ１０Ｖ～１６Ｖ 
●動作温度 －２０ ～ ＋６０ ℃ 
●外部出力許容電圧、電流値 １２Ｖ ２００ ｍＡ 
 

保証について 
本製品は、別紙保証書記載の内容で保証されます。 

記載事項内容を、良く確認し必要事項を記入の上、大切に保管してください。 

 

No. 発行年月日 取扱説明書部品番号 版数 記載変更内容 
１ ２００１年 ２月 ９日 ７４０７－０１９０－００ 初 版  
２ ２００１年 ５月２４日 ７４０７－０１９０－０１ 第２版 車速感応出力設定値の変更 

３ ２００２年 ８月１９日 ７４０７－０１９０－０２ 第３版 適応車型変更 

４ ２００３年 ７月 １日 ７４０７－０１９０－０３ 第４版 誤記訂正 

５ ２００５年 ２月 １日 ７４０７－０１９０－０４ 第５版 社名、お問い合わせ先変更 

６  ２００７年 ４月１５日 ７４０７－０１９０－０５ 第６版 適応車型、お問い合わせ先変更 

７ ２００８年 ３月２７日 ７４０７－０１９０－０６ 第７版 社名、適応車型変更 

改訂の記録 

お問い合わせ先 

Ａｐｅｘ株式会社 ______________________________________________ http://www.apexi.co.jp 
 
  〒419-0313 静岡県富士郡芝川町西山1890-1 
      ●お客様相談室・・・TEL:0544-65-5061  
                                 ©Ａｐｅｘ株式会社  Printed in Japan 
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